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東京湾における溶存態有機物と懸濁物による濁度の
分布および各起因物質との関係






は じ め に
東京湾は大都市や工業地帯を流れる河川水が流入してお
り, その海水には多量の懸濁物および溶存物が含有されて











才野 , , , および
, がある｡ 	
は海水の濁
りの指標を濁度 (光束消散係数) で定義し, 春季から夏季









の回帰直線式は＝ Ｘ! ：濁度 "－, #：懸


















































































そこで, 本研究では東京湾全域 (洲崎～城ヶ島以北) に
おいて, 海水の濁度を起因物質別に測定し, 湾内の濁り分
布の全体像を明らかにした｡ 同時に各種の濁り指標物質
, , , 
, を調べ, 濁度との定量的な
関係について検討した｡











よる海表面 (*) 採水, バンドン採水器による*深お
よび*深での採水を実施した｡
濁度の指標として光束消散係数を定義し, 次式から海水
の濁度 (光束消散係数, .(λ)*－) を算出した｡
算出式/.(λ)＝(－／)×'01(λ)－12(λ)／1(λ)－12(λ)3
ここで, は光路長 *, 1(λ)は海水サンプル測定時の













また, 懸濁物による濁度 (光束消散係数, .(λ)) は,
海水の濁度 (.(λ)) から溶存態有機物による濁度 (.4(λ))
を差し引き求めた｡
算出式：.(λ)＝.(λ)―.4(λ)





物濃度 (), 無機懸濁物量 (4) の指標として強熱減




溶存態有機炭素濃度 () は, 試水をグラスファイ
バーフィルター (#"*''(
56) にて吸引ろ過した
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－) の水平分布である｡ %%%年&月では, 湾奥幕張沖
()) から湾中央部の観音崎沖 ()) まで光束消散
係数が*－以上となっており, 湾奥全体が高濁度水で
覆われていた｡ 特に, 袖ヶ浦沖 ()') および金沢八景
沖 ()&) での濁度は高く, 光束消散係数は''～'+－
であった｡ 観音崎沖 ()) から湾口部に向かって濁度
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出および溶出 (小倉, 	%佐久川・半田, 	) &大気
や河川を通じた陸上からの負荷 (小倉, 	%小川・小倉,































(	), 付ら (	) によって報告されている｡ 森
永 (	), (	) によると, 東京湾の
--濃度は夏季で～."/0, 冬季で～."/0と
報告されている｡ 本結果では, 夏季で～."/0, 冬
季で～."/0であり, 夏季における--濃度は増大
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D；－, 測定波長；) は湾奥部で高く, 湾口部に近づくほど低
下した｡ 湾奥の濁度は夏季に最大値ｍ－を示したが, 冬季には夏季の約Eに低下した｡ 溶存態有
機物に起因する濁度
D	は夏季湾奥で最も高く, 約2ｍ－を示し, 湾口部に近づくと小さくなり,













らの相関係数は～であった｡ さらに, 溶存態有機炭素量 (	
) は植物プランクトン量 (

) と良い正の相関関係にあり, 特に夏季ではその相関係数はと大きく, 溶存態有機炭素量の起源
の一つが植物プランクトンであることが示唆される｡
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